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サザエに対する肉食性小型腹足類の食害試験
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はじめに

アクキガイ科の腹足類は，潮間千wから瀬下帯にかけ

ての岩礁地帯における主要な肉食者として知られ，定

内試験ではヒメヨウラク，レイシガイが殻高20醐以下

の小型サザエを食害することが報告されている 1)，2)。

また，漁場内で多数の小型巻貝類にたかられた状態で

サザエ(漁獲サイズの殻高70回以上)が死んでいるこ

とから，小型巻只類がサザエを食害しているのではな

いかという話が漁業者から良く向かれる。しかしなが

ら，室内試験において小型腹足類が殻高羽田以上のサ

ザエを食害することは報告されていなしミ。また，筆者

らも1984年8月に勝浦地区の磯根漁場において，死ん

で腐臭を発している殻高65凹のサザエ 1個体にヒメヨ

ウラク 7個体とエゾバイ科のシワホラダマシ 1個体が

たかっているのを潜水観察した経験はあるが，生きた

サザエ(大小関わず)を小型腹足類が食害している場

面を観察した経験はないし，そのことを記述した観察

事例の報告もみあたらない。そこでアクキガイ科の小

抱腹足類を採集し，殻高30阻以上のサザエとともに飼

育して，これら腹足類がサザエを食害するか否かを確

認する試験を行ったのでここに報告する。

方法

試験区の設定

食害試験に用いたサザエTurbo(Batillus) cornutusは，

大型(殻高94~96四) ，中型(殻高68~71皿)，小型

区とも， 19X19X25cm (日合い 2mmのタキロンネット

製)の網籍中にサザエと肉食性小型腹足類を収容した

(表 1)。

試験に供した肉食性腹足類

本県沿岸岩礁域の潮間帯から上部浅海帯に普通に生

息する，レイシガイThais(Reishia) bronni，クリアレ

イシT.(R.)匂町istima，イボニシT.(R.) c/avigera， 

イソノてショウCeratostomafournieri， ヒメヨウラク

Ergalatax contractusの5種類を海水および篭によって

採集した。

レイシガイは，毅高21~58mmのものを各試験区 5 個

体ずつ，クリフレイシは殻高22~35皿のものを l 個体

ずつ，イボニシは，殻高18~25皿のものを l 倒体ずつ，

イソバショウは，殻高32~46mmのものを 1 個体ずつ，

ヒメヨウラクは，殻高24~28凹のものを 1 個体ずつを

各試験区に収容した。複数個体を用いたレイシガイに

ついては，各区ともに大から小まで取り混ぜて収容し

た(表 1)。

観察および水温観測

1999年7月12日から 8月31日までの51日間，土，日，

祝日を除く毎日，午前中に 1回，サザエの生死，小型

腹足類類の付着位置や生息状況を観察した。この聞の

水温は， RMT水温計を水槽中に設置して30分間隔で

計測し，日平均水温を算出した。

手書 果

試験期間中の水温

(殻高35~37凹)の 3 通りとした。それぞれのサイズ 図1に示すとおり試験期間中の日平均水温は21.2~ 

で，通常の飼育を継続したもの，試験開始直前に温度 27目 2"(;の範囲で推移した。日平均水温が25"(;以上を示

30"(;の海水中に2時間浸潰してi苦力を低下させたもの， したのは， 8 月 19 日 ~27日と 30， 31日の延べ11日間で

死んだものの3区を設け，計9試験区とした。各試験 あった。
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表1 試験に供したサザエ，小型巻貝類の大きさ 殻高，皿

サザエ レイシ クリ 7レイシ イポニシ イソパーショウ ヒメヨウヲク

通常飼育区 96 21-52 31 23 46 28 
大型サザエ 30'Cストレス区 96 23-58 33 25 43 27 

死亡区 94 22-57 32 24 44 26 

通常飼育区 69 24-53 28 25 40 26 
中型サザエ 30'Cストレス区 68 22-49 34 23 43 26 

死亡区 71 23-51 32 20 38 25 

通常飼育区 37 22-48 32 19 33 25 
小型サザエ 30'Cストレス区 35 21-47 31 18 33 25 

死亡区 36 23-47 32 18 32 24 

サザエの食害状況

死サザエの3区では，試験開始の 7月12日の夕方に

は，レイシガイ 1-3個体がサザエの殻口部に集まっ

ていた。その後も，大型サザエ区では 7月15日までレ

イシガイ，イボニシ，イソバショウがサザエの殻口部

に付着していたが，葉が閉じた状態で，これらの小型

腹足類がサザエの腐I勾を食べた様子はなかった。 15日

に，各氏ともサザエの蓋を除いて軟体部を外へ引きず

り出したが，その後も腹足類がサザエの腐肉に集って

食べるという状態は全く見られないままにサザエ肉は

腐敗が進んでいった。

8月16日に，新たに死んだサザエの蓋を取り除き，

軟体部を引きずり出した状態で，死サザエ3区に投入

した。 8月20日には，肉がまだ残っている大型サザエ

の蓋上にヒメヨウラク古河サ着しているのが観察された

が，このヒメヨウラクは，サザエ肉が無くなっても 8

月25日までサザエの蓋上に付着し続けた。また，中型，

小型サザエ区でもレイシガイがサザエ肉仁に付着して

いるのが1回ずつ観察され，わずかながら食べられた

ような跡もみられた。

ストレス区，通常lメの生きたサザエの6試験区では，

小Ií~腹足類類によるサザエの食害は，全く観察されな
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図 1 試験期間中の日平均水温の変化

かった。なお，通常iまの大型サザエが， 8月19日以降，

日平均水温25'(:以上の高水温が継続していた 8月23日

に死亡したが，これも，食害された様子は認められな

かった。

小型腹足類の付着位置

死んだサザエの殻上に付着していた小型腹足類は，

生きたサザエと比べると非常に少なかった。特に小型

サザエの殻上には，レイシガイ 1偶体カ吋す着していた

のがl回，イボニシ 1個体が付着していたのが3回観

察されたのみで， 11也は，全て網箆への付着であった。

生きた大型，中型サザエの殻上へは，小型腹足類が

よく付着しているのカ準見察され，大型では最高8個体，

中型では 7個体の付着が観察され，サザエはそれらを

背負う形で動き回っていた(表2)。

考察

今回の試験では，アクキガイ科の小型腹足類がサザ

エを襲って食害するという状況は，サザエの生死に関

わらず認められなかった。特に，腐食性の強いとされ

るヒメヨウラクも，サザエの腐肉にとりついてむさぼ

るように食べるという場而もみられなかった。夜間の

観察を行っていないが，サザエ肉の腐敗・残存状況か

表2 サザエ殻上への巻貝類付着個体数

付着個体数 平均

通常飼育区 。-4個体 1.38 
大型サザエ 30'Cストレス区 。-8伺体 2.91 

死亡区 。-3D固体 0.41 

通常飼育区 1-4個体 2.38 
中型サザエ 30'Cストレス区 。-7個体 2.7日

死亡区 。-4個体 0.34 

通常飼育区 。-1個体 0.13 
小型サザエ 30'Cストレス区 0-2個体 0.19 

死亡区 。-1個体 0.13 
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ら，夜間に食われていることもないと判断された。今

回使用したササ、エは殻高35凹以上であり，水槽実験で

殻高20mm以下のサザエにはヒメヨウラク(殻高21~29

mm) が 5~6個体群がって捕食したが，殻高20mm以上

のサザエは捕食されなかった1)との知見を裏付ける結

果となった。 6か月以上の長期絶食のヒメヨウラク 2

個体が，ハマグリMeletrixlusoria，アサリRuditapes

philippinarmn，シオフキMactraveneriformIs，イソシ

ジミNllttalliajaponica，サルボウScapharcasubcrenata， 

オオノガイMyaarenarIa oOJ1ogaiを次々に攻撃して貧

欲に摂餌l，その攻撃法はイボニシと同様な攻撃法で

あるが，穿孔による場合は唯 1例で，その割合は非常

に少なかったという水槽での飼育観察結果があるヘ

これらのことから水槽内でヒメヨウラクは少なくとも

単独では，殻高35mm以上の，生きたサザエを捕食する

ことはないものと考えられる。

レイシガイ，クリフレイシ，イボニシは，いずれも

他の巻貝類，二枚只類，フジツボ類の生きたものを餌

としていて，それらの殻に穿孔せずに捕食するという

似た捕食型を示す種類とされている3)。しかし，今恒!

の試験では，殻高47~48四のレイシガイを収容した場

合においても，殻高35mm程度のサザエを捕食する場面

は観察されなかった。

漁業者からは，死んだ、ササ'エに小型の巻貝類がたかっ

ているという話をよく耳にする。実際にたかっている

種類を入手できなかったので，それが何であるかは不

明であるが，もし，死んだ、サザエの腐臭に誘引されて

集まってきたものとすれば，今回使用した中では腐食

性の強いとされるヒメヨウラクが最も可能性が高いと

考えられる。しかし，レイシガイ，イボニシ等も低い

割合ではあるが腐食刊ーを持つ3)ので，これらも死んだ

サザエに絹集する可能性がある。実際，今回使用した

レイシガイは，主として千倉町平館港内に魚肉を餌と

した龍を沈設して採集したものである。

小型腹足類は，水槽l勾では生きたサザエの殻上に付

着している状況が多くみられたが，これは，サザエを

捕食しようとしているのではなく，飼育に使用した綱

策や死んで中身が空となり，転がりやすく安定度が低

いサザエ死殻より，生きた中型，大型のサザエの殻上

が自然の岩礁に近く，巻貝類の付着にとってはより適

していたためと考えられる。

今回の試験では，あえて活力を1区下させたり，また，

水温条件もサザエにとっては厳しい日平均水温が25'(;

を土回る日が11日間もあったにもかかわらず，サザエ

が捕食されることはなかった。これらの結果から，レ

イシガイ，クリフレイシ，イボニシ，イソバショウ，

ヒメヨウラクが，殻高35凹以上のササ、エを捕食するこ

とはないと結論される。

今回の試験は，実際に死んだサザエにたかっている

小型巻貝類を使用していないこと，また，殻に穿孔し

て貝類を捕食するとされる3)，レイシダマシモドキ

Muricodrupa fuscaやシマレイシダマシMorulamusiva 

は房総半島にも生息するととから，今後はアクキガイ

科腹足類による野外でのサザエ食害実態の観察が必要

であり，実際にササ、エにたかっている貝類を入手し，

その種類を明らかにするとともに，長期間の食害試験

を行う必要がある。

要約

1 )外房沿岸の岩礁域に生息する小型腹足類がサザエ

を食害するという漁業者の情報があるので， 1999 

年 7~8 月に水槽飼育による食害試験を行った。

2) 殻高35~96mmのサザエを大中小の 3 群に分け，そ

れぞれ正常飼育，高水温 (30'(;)のストレスを与

えて弱らせたもの，死亡させたものに分け食害試

験を行った。

3 )外房沿岸の潮間帯から漸深帯に普通に生息する，

レイシガイ，クリフレイシ，イボニシ，イソノtショ

ウ，ヒメヨウラクの5種類の肉食性腹足類を潜水

及び篭で採集して試験に供した。なお，漁業者が

いう「死んだ、ササ、エにたかる小型の貝類jは入手

できず，今回の実験に供することができなかった。

4 )通常飼育区，ストレス区とも食害は全く観察され

なかった。死サザエには，殻口にレイシガイ，イ

ボニシ，イソバショウが集まった時もあるが，食

害は観察されなかった。

5)これらの結果から，試験に供した 5種類の小型巻

き J~類が，殻高35四以上のサザエを捕食すること

はないと結論した。

6 )今後はアクキガイ科腹足類による野外でのサザエ

食害実態の観察が必要であり，実際にサザエにた

かっている只類を入手し，その種類を明らかにす

るとともに食害試験を行う必要がある。
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